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○
環
境
省
令
第

号

環
境
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
及
び
環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
並

び
に
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
環
境
省
組

織
規
則
及
び
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
組
織
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年

月

日

環
境
大
臣

大
塚

珠
代

環
境
省
組
織
規
則
及
び
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
組
織
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

（
環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

環
境
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
条
」
を
「
第
五
条
」
に
、
「
第
七
条
―
第
十
二
条
」
を
「
第
六
条
―
第
十
一
条
」
に
、
「
第
十
三

条
―
第
十
五
条
」
を
「
第
十
二
条
―
第
十
四
条
」
に
、
「
第
十
六
条
―
第
十
九
条
」
を
「
第
十
五
条
―
第
十
八
条
」
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に
、
「
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
地
方
環
境
室
及
び
調
査
官
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
秘
書
課
に
、
」
の
下
に
「

地
方
環
境
室
及
び
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

地
方
環
境
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

地
方
環
境
事
務
所
の
組
織
及
び
運
営
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

二

地
方
に
お
け
る
環
境
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
調
査
、
資
料
の
収
集
及
び
整
理
並
び
に
相
談
に
関
す
る
事
務

に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

３

地
方
環
境
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
政
策
評
価
室
及
び
広
報
室
）

第
二
条

総
務
課
に
、
政
策
評
価
室
及
び
広
報
室
を
置
く
。

２

政
策
評
価
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

行
政
の
考
査
に
関
す
る
こ
と
。
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二

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
政
策
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

３

広
報
室
は
、
広
報
に
関
す
る
事
務
（
地
球
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
つ
か
さ
ど
る
。

４

政
策
評
価
室
及
び
広
報
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
災
害
廃
棄
物
対
策
室
及
び
浄
化
槽
推
進
室
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
廃
棄
物
対

策
課
に
、
」
の
下
に
「
災
害
廃
棄
物
対
策
室
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
浄
化
槽
推
進
室
」
を
「
災
害
廃
棄

物
対
策
室
及
び
浄
化
槽
推
進
室
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

災
害
廃
棄
物
対
策
室
は
、
災
害
廃
棄
物
（
災
害
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
を
い
う
。
）
の
適
正
な
処
理
に
関
す
る

事
務
（
企
画
課
及
び
産
業
廃
棄
物
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
五
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
を
第
五
条
と
し
、
第
一
章
第
二
節
中
第
七
条
を
第
六
条
と
し
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰

り
上
げ
る
。
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第
十
一
条
中
「
企
画
課
」
を
「
環
境
保
健
企
画
管
理
課
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
一
章
第
三
節
中
第
十
三
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
調
整
官
」
の
下
に
「
及
び
事
業
監
理
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
調
整
官
」
の
下

に
「
及
び
事
業
監
理
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

事
業
監
理
官
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
課
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
事
業
の
指
導
及
び
監
督
に
関
す
る
重
要
事
項
を

処
理
す
る
。

第
十
四
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
一
章
第
四
節
中
第
十
六
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
一
章
第
五
節
中
第
二
十
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る

。
第
二
十
四
条
の
二
に
見
出
し
と
し
て
「
（
国
立
公
園
利
用
推
進
室
）
」
を
付
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び

温
泉
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。
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（
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
組
織
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
組
織
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
企
画
課
」
を
「
環
境
保
健
企
画
管
理
課
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



1

○
環
境
省
令
第

号

環
境
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
及
び
環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
を

並
び
に
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
百
三
十

実
施
す
る
た
め
、

環
境
省
組
織
規
則
及
び
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
組
織
を
定
め

五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年

月

日

環
境
大
臣

大
塚

珠
代

環
境
省
組
織
規
則
及
び
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
組
織
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

（
環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

環
境
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
条
」
を
「
第
五
条
」
に
、
「
第
七
条
―
第
十
二
条
」
を
「
第
六
条
―
第
十
一
条
」
に
、
「
第
十
三

条
―
第
十
五
条
」
を
「
第
十
二
条
―
第
十
四
条
」
に
、
「
第
十
六
条
―
第
十
九
条
」
を
「
第
十
五
条
―
第
十
八
条
」



2

に
、
「
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
地
方
環
境
室
及
び
調
査
官
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
秘
書
課
に
、
」
の
下
に
「

地
方
環
境
室
及
び
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

地
方
環
境
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

地
方
環
境
事
務
所
の
組
織
及
び
運
営
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

二

地
方
に
お
け
る
環
境
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
調
査
、
資
料
の
収
集
及
び
整
理
並
び
に
相
談
に
関
す
る
事
務

に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

３

地
方
環
境
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
政
策
評
価
室
及
び
広
報
室
）
」
に
改
め
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条

総
務
課
に
、
政
策
評
価
室
及
び
広
報
室
を
置
く
。

２

政
策
評
価
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

行
政
の
考
査
に
関
す
る
こ
と
。

二

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
政
策
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。
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３

広
報
室
は
、
広
報
に
関
す
る
事
務
（
地
球
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
つ
か
さ
ど
る
。

４

政
策
評
価
室
及
び
広
報
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
災
害
廃
棄
物
対
策
室
及
び
浄
化
槽
推
進
室
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
廃
棄
物
対

策
課
に
、
」
の
下
に
「
災
害
廃
棄
物
対
策
室
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
浄
化
槽
推
進
室
」
を
「
災
害
廃
棄

物
対
策
室
及
び
浄
化
槽
推
進
室
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

災
害
廃
棄
物
対
策
室
は
、
災
害
廃
棄
物
（
災
害
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
を
い
う
。
）
の
適
正
な
処
理
に
関
す
る

事
務
（
企
画
課
及
び
産
業
廃
棄
物
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
五
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
を
第
五
条
と
し
、
第
一
章
第
二
節
中
第
七
条
を
第
六
条
と
し
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰

り
上
げ
る
。

第
十
一
条
中
「
企
画
課
」
を
「
環
境
保
健
企
画
管
理
課
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。
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第
十
二
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
一
章
第
三
節
中
第
十
三
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
調
整
官
」
の
下
に
「
及
び
事
業
監
理
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
調
整
官
」
の
下

に
「
及
び
事
業
監
理
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

事
業
監
理
官
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
課
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
事
業
の
指
導
及
び
監
督
に
関
す
る
重
要
事
項
を

処
理
す
る
。

第
十
四
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
一
章
第
四
節
中
第
十
六
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
一
章
第
五
節
中
第
二
十
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る

。
第
二
十
四
条
の
二
に
見
出
し
と
し
て
「
（
国
立
公
園
利
用
推
進
室
）
」
を
付
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び

温
泉
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。



5

（
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
組
織
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
組
織
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
企
画
課
」
を
「
環
境
保
健
企
画
管
理
課
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


